
令和７年度　祖父江小学校学校運営協議会　第１回会議の報告 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月１５日（木）9:30 ～ 11:20　校長室 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２名出席　１名欠席） 
１　会長あいさつ 
　・　昨年度２月の三世代ふれあいもちつき大会では、まちづくり推進協議会主催者として直接　

 　　関わった。ＰＴＡや親児の会、先生、子どもたちの様子を見ていて、意義深さを感じた。
 　・皆で意見を出し合い、学校を盛り上げていくことが大切である。

２　協議事項 
　(1)  教育活動・施設・設備・予算について　
　　・　先ほどの授業参観で左手で文字を書いている子がいたが、何か指導をしているか。 
　　　→　学校として矯正する指導は行っていない。児童が右手で書く練習をする意志を表明した

 　　　　場合は可能な限り支援していく。
     ・　運動能力テストをやっている様子をみせてもらったが、運動能力の低下は起きているか。
　　　→　平均的には運動経験の質・量は低下しているので、低い傾向にある。熱中症の心配から
　　　　屋外での運動が制限されることが増えたため、休み時間の体育館開放をしている。また、

 　　　　投げる・跳ぶ・走る等、運動能力テスト前に、休み時間や授業で機会を設けている。
 　　・　いじめは発生しているか。

　　　→　本年度は発生していない。昨年度は学校運営協議会の折に報告したように発生している。
 　　　　いじめを受けた子のケアを重視しながら組織で丁寧に対処していく。

 ・　小学校にも体育館にエアコンが設置されるようになるとよい。
　→　学校体育の場だけでなく避難所でもあるので、学校としても折にふれて要望をしている。 

　　・　昨年度に強風で破損した北側のアコーディオン門扉の取替はどうなっているか。お金の無
 　　　駄とならないよう強風対策をした門扉となるようにしたい。

　　　→　すでに市当局にその認識をもってもらっている。今後の設計の段階で再度要望していき
 　　　　たい。

 ・　資料をみると学校配当予算額が横ばいで、物価上昇にスライドしていかない状況か。
　→  ここ数年間、消耗品の価格上昇は続いているので、抑制的な執行を基本としている。市

 　　財政事情から物価上昇にスライドできない状況と説明を受けている。
・　昨年度も話したが、地域からの助成金の使途を地域の方に見える化していくことが大切で

 　あると考える。
 　→　地域にも配付する学校だよりに、今年度も使途を掲載していく。

 
　(2) 地域学校協働活動の推進について　 

 　【本年度、具体的に予定している活動】
　　・　登下校の見守り：あいさつ運動（毎月 10 日頃）、防犯あいさつ運動（毎月 20 日頃） 
　　・　交通安全教室：5/15  (木)　地域のボランティアの方、保護者も参加
　　・　資源回収：年４回　4/28(月)実施済み、7/28(月)、11/17(月)、2/9  (月)
　　・　サンドアート体験（なかよしふれあいデー）：4/30(水)実施済み 
  　　　　→　今年度は案内をもらい参加した。５・６年生がお世話する体験として意義のある　

 　　　　　　活動であると感じた。
　　・　親子ふれあい活動：5/31(土)　除草作業、レクリエーション（親児の会・ＰＴＡ） 
    ・　運動会・地区運動会：10/17(金)準備（体育振興会・まちづくり推進協議会・ＰＴＡ） 
　　　　　　　　　　　　　　10/18  (土)地区運動会（午後）片付け（体育振興会・ＰＴＡ）
    ・　地域清掃活動：10/21(金)下校途中、集合場所等で活動（防犯あいさつ運動も兼ねる） 
    ・　三世代ふれあいグランドゴルフ：（４年生）：11 月で調整 
　　・　三世代ふれあいもちつき大会：2/17(火)（まちづくり推進協議会・ＰＴＡ） 
　　・　おわカレー会：２月か３月　（親児の会・ＰＴＡ） 

 　【お願いしたいこと】
     ・　環境整備（樹木伐採、草刈り、側溝の泥・土・砂上げなど）　

 　　　　　※　６年度、運動場南東の枝伐採をしていただき、ありがとうございました。
     ・　セーフティープラスワンの活動補助や活動主体

 　　・　町たんけん等、体験活動の見守り
    ・　教頭を窓口として、学校支援ボランティア（祖小っ子応援団）を常時募集している。６月

 　　　学校だよりに掲載予定、地域に配付予定である。
 ・　７年度は、地域学校協働活動推進員の後藤さんによる活動配信を予定している。

 　　　→　よい試みだと思う。※　５月２１日に配信を行った。
 
３　意見交流　 

・　６小学校区の体育振興会で今春、ウォークラリ－を行った（昨春から２回目）。児童、父
　母・祖父母世代の参加があり、交流の機会にできた。夏にはボーリング大会を予定している。 

　　・　ものづくりマイスター等、さらに地域人材を小学校で活用できるとよいのではないか。 
４　校長あいさつ 
　　・　本年度も、地域とのつながりを大切した「地域とともにある学校」を目指して、学校と関
　　　わってもらう機会を大切にしていきたい。４月末の「なかよしふれあいデー（異学年児童の
　　　縦割り班でサンドアートづくり）」では、新たに民生・児童委員の方にも引率等をしていた
　　　だき、心強く思う。また、地域学校協働活動推進員の後藤さんが地域学校協働活動について

 　　　発信をする予定でいますので、つながりを強くできるのではと期待している。



 


